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/3 鎖につながれて 
一日はたらく 
沈黙の親しさと 
無力の甘さ/. 

何だって 
どう だって 
いいじやない か：： 


不幸と苦痛の 
ポーズはしても 
痛みはもはや 
感じちやいない 

慣れること . 

それが〈地獄〉 
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沈黙の花を 
信じては 
いけないわ 
不死の宿命の 
ため死人のょぅ 
に造られた花 
完璧の貧弱な花 


f 


話して . 

何をすれば 

いいのか 
新しいことばで 

. 犬さえも 

不幸ょ 


i 


太陽のない夢と 
永遠の日々を 
とじこめたこの 
壁がわが住居 
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沈黙者の黒い 
孤独は無意味だ 
だけど 

この場違いの 
広場から何が 
見つかるのか？ 


見つかる？ 
見つける？ 
何故ここへ 
来たの…… 
話して 
昨日のこと 
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昨日…. 

それは 

青春 


137 — 






























アンリ•ベ 丨 ル 
これがぼくの名 
南からやつて来た 
二十歳の青年が 
美の女神に 
惶れたつてさほど 
rr ふしぎじやない 


ii 
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もちろん ^ 
絵はさっぱり ノ 
売れなかったけれど> 
いっも星の口笛が 
ぼくにはあった 
緑色の馬車に 
のったジプシ I 
のょぅに 


粟 
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肩書き 

が多い 

肩が 

こる 





















































たちまち 

ぼくらは深い仲 I 
ああほかに 
何をすればよいのか 
夜の帳は降リていた 
何をすれば 
よいのかぼくら 
愛しあつて いた 
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一陶酔 . 

この女の風景を 
前にして 
ぼくは火の前 
の子供のよう‘だ 






見極められた 

星！ 

ざまあみろあの 
くそおやじ！ 
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好きょ… 

自由に… 

なりたい 
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二 . う 象 梦 .：，. ン.へ、—•ゾニ： - :二'.- 
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闇ょ•くだれ！ 
俺は野心家か？ 
ちか/つ！ 

這いぁがり 

もぐりこむ 

のではなく 



'm 


あなたなの 
来てくれたの 
ああトカゲの 
ようにすてき 
【だ わ！ 


あ…ちょっちょ 
と待って…ねえ 
わたし 

考えたの…^^ 























































































あったかい！ 
あたしの血の 
狂気みた 



一箱の 
ほのお 



力ない火の中の 
眠られぬ 

黒い雪 . 

残された 














































































































親切な花の 
叫びょり 
可愛いもの 
炎の中に??: 
熱の中の 
酒のょぅに：：： 
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